
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
神
戸
棚
の
開
催
中
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
第
配

回
神
戸
ま
つ
り
は
、
〃
ハ
ー
レ
タ
空
！
″
と
唄
い
た
く
な
る
程
の
快
砿
。

５
月
哩
日
か
ら
始
ま
っ
て
、
蝿
日
の
日
曜
日
。
最
高
潮
は
、
ブ
ラ
ワ
Ｉ
ロ

ー
ド
の
メ
イ
ン
パ
レ
ー
ド
。
今
年
は
、
フ
ェ
ア
に
ふ
さ
わ
し
く
サ
ン
バ
を
派

手
に
と
、
三
宮
の
そ
ご
う
前
に
舞
台
が
設
置
さ
れ
て
、
正
午
か
ら
夜
の
８
時

ま
で
。
各
サ
ン
バ
チ
ー
ム
も
よ
く
頑
張
っ
て
、
唄
っ
て
踊
っ
て
凄
い
活
気
。

月
刊
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ
ー
ム
も
、
コ
パ
カ
バ
ー
ナ
の
ブ
ラ
ジ
ル
チ
ー
ム
と

日
伯
競
演
。
元
町
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
、
セ
ン
タ
ー
街
と
踊
り
ぬ
い
て
〃
フ

ラ
ワ
ー
フ
ル
ー
ッ
サ
ン
バ
〃
を
、
フ
ロ
ー
リ
ー
ち
ゃ
ん
と
共
に
パ
レ
ー
ド
参

加
。
限
り
な
く
透
明
な
空
の
も
と
、
だ
ん
じ
り
や
、
各
国
の
フ
ロ
ー
ト
な
ど

を
彩
る
、
神
戸
の
美
女
た
ち
の
笑
顔
が
、
何
に
も
ま
し
て
神
戸
ま
つ
り
の
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
出
し
て
い
た
。
（
小
泉
）

１
５８
１

霞

●' ９３神戸まつりアルバム

鍔
》
癖

たり
ちの

§
、
ｆ
鴬

認

巽
略
聖
．
・
瞳
．
瞳
鰯
碧
・
騨
侭
．
躍
曾
鰐
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叫幸9Vｙ嘩穿－，－口
廷、車種目歌⑦マー壬》/べ弁、叫幸.Ｈ－/Ｗｑｃ渠
等、マー壬〆べ丹＞呈畢曇一等症尋＜ｺｌｑｑ４率擢到＞

１
０９
１

.ｌｑｃ案旦蛎6‘／▽－壬Ｖ穴丹士。旦釧士目￥

．
／
Ｅ
Ⅵ
醐
誹

・
聖
蜘
立
戦
Ｔ
尋
漉
？
鵜
、
ｍ
三

一
二
園
三
一
二
凱
黙
一
慨
？
平
耳

嘩
、
嘩
阜
。
受
喫
可
誰
１
判
寺
弥
、
半

用
募
腫
刻
圭
剥
泌
剥
、
園
三
一
二
、
団

三
一
一
一
。
，
山
１
・
立
刻
圭
才
鯉
烈

，
勺
９
士
。
ご
一
戦
、
旬
習
韮
畢
砦
目
受

Ⅵ
塾
剰
群
目
卿
斡
才
侭
涯
弾
年
⑦
凶
－
１

罫
尋
圭
Ｃ
Ｐ
可
爺
副
詞
受
幽
畢
〉
令
パ
４

面
三
一
二
面
一
一
一
一
二
。
辛
辛
呼
蜘

１
コ
蛙
、
Ⅵ
耳
９
Ⅶ
剰
国
湿
刻
、
。
羊

旦
斡
、
叫
宰
笛
単
Ⅷ
耳
卑
鼎
判
琳
纂

。
郭
⑦
曾
立
，
立
畔

９
箸
ユ
可
牙
。
ｎ
才
，
剛
翠
呆
⑦
▽
皇

ｊ
⑦
鞭
、
▽
夢
ｆ
⑦
ゾ
バ
４
鄭
平
、
Ⅶ

耳
１
１
聖
受
呼
蜘
刻
圭
丁
鱒
〉
（
４

賂
琳
、
日
杢
Ｙ
９
僻
習
塁
古
今
。
郡
⑦

Ⅶ
ヰ
コ
ユ
勺
裁
Ⅶ
留
蝉
可
軍
Ⅵ
可
姦
ネ

ギ
用
￥
芸
尋
走
⑦
瀞
。
受
Ⅶ
１
・
車
可

１
勺
班
茎
珊
魁
零
判
叫
章
郭
旬
車
豆
串

．
⑦
与
日
、
剛
⑦
芸
。
禦
留
土
弓
螺
受

立
刻
等
当
立
斡
卑
Ｃ
卑
刻
詠
王
⑦
圃
刑

塾
曾
玉
才
蝉
９
才
竜
ユ
ロ
車
暑
塾
鋭
利

、
蛎
箪
、
９
可
埋
Ｇ
ｆ
可
動
弓
叫
判
諜

卒
⑦
古
今
守
受
立
動
型
末
帥
目
三
。
受

，
１
勺
盆
到
達
才
与
班
、
盟
彰
⑦
－
〉

パ
Ｋ
郡
司
欝
用
１
Ｇ
号
Ⅶ
暑
阜
刻
黙
一

、
索
⑦
ど
れ
』
卑
呈
杢
辛
。
受
，
１
曲

ｕ
刻
例
Ｇ
革
ゴ
ー
斡
刻
蒋
目
泌
専
封
警
９

弾
園
嘩
難
泌
’
班
平
鉾
⑦
且
一
考
野

〈
・
窄
娼
識
準
樗
鐸
蓉
字
峰
〉
士
報
、
碑

／
、
写
曾
串
可
と
一
唖
．

〒
，
Ｃ
職
垂
岬
ｑ
Ｃ
案
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創
立
鍋
周
年
の
神
戸
Ｊ
Ｃ

神
戸
ま
つ
り
で
も
大
活
躍

明
る
い
豊
か
な
社
会
づ
く
り
を
め
ざ

す
社
団
法
人
神
戸
青
年
会
議
所
（
橋
本

哲
夫
理
事
長
）
は
今
年
弱
周
年
を
迎
え

た
が
、
神
戸
ま
つ
り
に
も
積
極
的
な
取

り
組
み
を
見
せ
た
。

ま
ず
五
月
十
五
日
に
は
、
メ
リ
ケ
ン

パ
ー
ク
に
て
「
神
戸
Ｊ
Ｃ
シ
ー
サ
イ
ド

コ
ン
サ
ー
ト
」
。
過
去
五
回
開
催
の
コ
ン

サ
ー
ト
と
は
異
な
り
、
地
球
の
資
源
、

環
境
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
コ
ン
サ

ー
ト
参
加
者
に
古
着
を
提
供
し
て
も
ら

い
、
こ
れ
を
発
展
途
上
国
に
寄
贈
す
る

と
い
う
観
客
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
。
一
万

五
千
人
が
参
加
、
六
千
着
の
古
着
が
集

っ
た
。翌

十
六
日
に
は
、
神
戸
Ｊ
Ｃ
恒
例
の

「
そ
ろ
い
だ
ん
じ
り
」
。
東
明
、
弓
場
、

西
御
影
、
和
田
宮
、
星
和
台
各
地
区
か

ら
約
七
百
人
が
参
加
、
だ
ん
じ
り
広
場

と
お
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
で
、
そ
の
勇
壮

な
姿
を
市
民
に
披
露
し
た
。

ま
た
こ
の
日
に
は
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー

ク
で
「
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
Ｊ
Ｃ
お
祭
り

ス
ト
リ
ー
ト
」
も
開
催
。
来
年
に
迫
っ

た
世
界
会
議
の
ア
ピ
ー
ル
も
行
い
、
神

戸
市
内
の
養
護
施
設
の
子
供
一
一
百
人
が

招
待
さ
れ
た
。
一
方
、
メ
リ
ケ
ン
パ
ー

ク
南
東
シ
ー
サ
イ
ド
で
は
「
ス
ト
リ
ー

ト
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
〃
ユ
ー
ス
〃
大
会
」

が
側
日
本
ユ
ニ
セ
ス
協
会
他
の
後
援
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

八
時
計
ま
わ
り
に
Ｖ
ス
ト
リ
ー
ト
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
〃
ユ

ー
ス
〃
大
会
、
シ
ー
サ
イ
ド
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
の
上
田

正
樹
と
ゲ
ス
ト
の
か
ま
や
つ
ひ
ろ
し
、
い
な
せ
な
男
つ

ぶ
り
を
披
露
し
た
「
そ
ろ
い
だ
ん
じ
り
」
が
町
を
練
り

歩
く
、
〃
神
戸
Ｊ
Ｃ
と
は
何
か
〃
を
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
た
「
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
Ｊ
Ｃ
お
祭
り
ス
ト
リ
ー
ト
一

１
６１
１

今年も“まつり' ' に燃えた神戸ＪＣ
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大阪市北灰堂山町1 7 - 1 5
若原ピル４Ｆ〒5 3 0
倉0 6 - 3 6 5 - 0 1 2 3

ＪＲ大阪駅、阪急梅田駅より徒歩５分。
ナピオ阪急、束へ徒歩２分。

ワ
キ
ガ
・
多
汗
症
の
治
療
は
３
種

類
あ
り
、
個
人
に
合
っ
た
方
法
で
手

術
し
ま
す
の
で
再
発
や
取
り
残
し
の

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
キ
の
下
に
『
ア
ポ
ク
リ
ン
汗
腺
』

『
エ
ク
リ
ン
汗
腺
』
『
皮
脂
腺
』
が
あ

り
、
そ
こ
に
身
体
の
ア
カ
等
が
混
ざ

り
、
独
特
の
臭
い
を
出
し
ま
す
。
ワ

キ
ガ
の
人
は
普
通
の
人
の
釦
倍
ｌ
訓

倍
の
汗
腺
が
あ
る
の
で
手
術
に
よ
っ

て
普
通
の
人
の
状
態
の
汗
腺
に
一
戻
し

ま
す
。遺

伝
的
に
も
両
親
の
片
方
が
ワ
キ

姫路市南駅前町９１森田ピル２Ｆ
宮0 7 9 2 - 8 4 －4 0 6 0 〒6 7 0
ＪＲ姫路駅南出ロスグ

※当相談室では、診察などの医疲行為は一
切行っておりません。

●目･･:．････…･二画まぶた(埋没法・切開法)/目尻/目頭切開
●鼻‘…･ ……･ 隆昇/ 低鼻/ 小鼻縮小/ 鼻尖形成

ガ
の
場
合
釦
％
、
両
親
と
も
ワ
キ
ガ

の
場
合
帥
％
が
遺
伝
し
ま
す
。

ま
た
、
ワ
キ
ガ
は
食
べ
物
と
大
い

に
関
係
が
あ
り
ま
す
。
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
店
で
食
事
を
済
ま
せ
た
り
、

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食

品
を
食
べ
す
ぎ
る
の
は
避
け
た
方
が

良
い
で
し
ょ
う
。
脂
肪
分
を
多
量
に

含
ん
だ
食
事
を
し
て
い
る
と
皮
脂
腺

が
肥
大
し
、
ア
ポ
ク
リ
ン
汗
腺
が
発

達
し
て
く
る
の
で
す
。
現
在
の
食
生

活
を
見
直
す
時
代
が
来
て
い
ま
す
。

6２

負
簿『

小国クリニック院長
小国英昭

■日本美容外科学会正会員回日本医師会Ａ会
員回大阪府医師会正会員回北区医師会正会員
回昭和大学麻酔科研究員

引
法 !ま

美容外科・泌尿器科・形成外科

室竺_曇と､ 極やL 堅巳_ ､ 哩旦､ 麺Ｌ

診 療科目

オグ

◆直接院長迄お手紙を下されば、貴女の御相談にお答
えします。（プライバシー厳守のため個人名で後日返
送）◆相談は一切無料です。◆ご来院の場合は事前に
電話予約をお願いします。

、顔の轄郭…エラ削り/ あご/ こめかみ/ 額
③脂肪吸引●. ､ 顔全体から足首にいたるまで〈二重あごなど）
●胸….….．．.､豊胸/乳房縮小/陥没乳頭/乳頭縮小/パストアップ
●シワ取り…顔全体/ 首/ 腹/ その他
⑦その他.…･ ･ピアス/傷跡/ＴＡＴＴＯＯ/ホクロ/婦人科/泌尿器科/ワキ

ガ( ワキガ医学研究所併般）

園大阪本院

蒙小国勿リニッi dワ
戸司

因
Ｌ二

画順路カウンセリングルーム
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|鯛"馴鴬

からだキレイになる
美しい歯並び1 は、

【スタイル自慢になる〕
ボッチヤリしたホホ、太い腕、ぶつくりした下腹
部が気になる人は、最新脂肪吸引法（ＨｌＭ法）で
余分な脂肪を取ります。もちろん大きなお尻、太も
もやふくらはぎについていた脂肪も脂肪吸引で取り
除けます。安全で確実、二度と太る心配もありませ
ん｡費用は顔やせ､３８万円､腕・ふくらはぎ3 8万円、
お腹・お尻・太ももは3 8万円～5 8万円。

お〃の健康の大切なキーポイント

【気になるﾜｷガ､毛深い手足司
春や夏になれば､当然､肌の露出が多くなります。
そんな時､ワキガだったり､毛深い手足だったら．．．。
ワキガはにおいの元であるアボクリン腺を吸い出せ
ば､ほぼ解消できますし､毛深い人は安全確実な｢永当院は、歯科矯正の専門医院です。
久脱毛」ですっきり解決
できますb 費用はワキガ( 吸
引法) 1 2 万円､ 永久脱毛は
3 0 万円～。

歯1 k ぴが悪いと、１１元の美感を損なうだけでなく、
虫附や歯ぐきの病抗にかかりやすくなったり、虹
茄、府こり、胃弱をひきおこす原肉となることも
あります。嬬碓沿旅は小'' 1‘､ i t ﾉ i§の頃に行うことが
多いのですが、大人になってからでも沿療は充分
可能です。噛み合わせの一部分を淵すだけでも、
人変良い結果が得られる聯が多々あります。これ
らのことが気になる方は、避非・度ごｲ : Ⅱ談･ ドさい。

職 蕊静
ｂ

息
＊カウンセリングは無料 識'

ｑ
唇（上下）１２５万円
赤ら顔’７～ 1 , 戸口

:第二－蜜)錘

顔’７～1 0 万円
ワキガ( 吸引法）’１２万Ｆ弓
亘空そ１２０万円

｜顔やせ’３８万円 Ｌ

024時間無料ﾃｰブ案内0120-006477
ＢＯ７８(33 1 )７１８３(女性）

◆診療時間 吸引 3 8～5 8 万円 蝉盈

3 8～5 8万円ＩA f t e r B e f o r e午前1 0 時～1 2 時3 0 分
午後２時～６時3 0 分

今休診日
木曜・日曜・祝祭日

王

闇品川美容外科鶏
冠０７８(33 1 )４１０２(男性）
診療時間/AM10:00～PM7:00(年中無休）
麺1０６（312)１４２０(女性）
E罰０７５(344)３３８６(女性）

TEL･078-332-5735

〒“０（阪急乏宮駅束1 1 北側川1 1 向い）

吉田矯正歯科クリニック

測りrIlJIl1ﾘと区北｣を狭jml-2-2エビスビル8Ｆ
6３

神戸市中央区三宮町
1 - 3 - 3 小林ビル６Ｆ正ｉ

’
一
回
■

固
■
』

◆育成| ﾀ ﾐ 恢指定恢旅機関
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工騨

、

平
成
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
〃
ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊
″
。
今

年
は
大
好
評
の
う
ち
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。

「
最
初
は
人
が
集
ま
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
す
ら
不
安
だ
っ
た

の
で
す
が
、
合
で
は
予
定
数
の
一
一
、
一
一
一
倍
の
応
募
が
あ
り
、
ま
た
、

受
け
入
れ
側
か
ら
も
。
〃
し
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
″
の
声
が
多
く
、

都
市
農
村
交
流
は
成
功
と
い
え
る
で
し
ょ
う
ね
」
と
、
財
兵
庫
県

青
少
年
本
部
事
業
部
の
丹
野
さ
ん
。
〃
ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊
″

は
都
市
部
の
青
年
を
但
馬
地
域
へ
派
遣
し
、
人
々
と
の
交
流
や
共

同
作
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
青

年
が
こ
れ
ら
の
体
験
を
通
じ
て
、
視
野
を
広
げ
、
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
兵
庫
県
独
自
の

シ
ス
テ
ム
で
す
。
過
去
の
活
動
例
と
し
て
、
芝
桜
公
園
整
備
や
コ

ス
モ
ス
街
道
づ
く
り
な
ど
の
全
体
作
業
、
道
路
除
雪
や
ツ
ッ
ジ
の

植
樹
な
ど
の
地
区
奉
仕
作
業
、
老
人
世
帯
訪
問
な
ど
の
福
祉
作
業

や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
三
泊
四
日
以
上
の
滞

在
中
で
青
年
だ
ち
は
確
実
に
何
か
を
つ
か
み
取
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
「
か
な
り
ハ
ー
ド
な
作
業
だ
っ
た
が
、
完
成
で
き
た
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
る
」
「
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
今
後
も

交
流
を
続
け
た
い
Ｌ
な
ど
の
声
が
集
ま
っ
て
結
成
さ
れ
た
の
が
〃
ふ

る
さ
と
青
年
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
会
″
で
す
。
県
の
事
業
と
し
て
の
手
を

離
れ
た
、
よ
り
広
く
多
様
な
自
主
活
動
と
し
て
、
都
市
と
農
村

｢可

鍋
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

〃
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
″
を

ｌ
ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊
ふ
る
さ
と
少
年
協
力
隊

お
話
を
伺
っ
た
ひ
と
峨
蹄
鎧
捜
さ
ん
八
壌
譲
蕊
年
議
事
業
部
Ｖ

嫌猿

■
新
し
い
地
域
共
生
社
会
を
め
ざ
し
て

八

■
夏
期
隊
員
募
集
は
両
隊
と
も
七
月
十
日
ま
で

（
秋
期
隊
員
募
集
の
案
内
も
行
い
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
は
側
兵
庫
県
青
少
年
本
部
事
業
部

獄
○
七
八
’
三
三
三
ｉ
一
一
一
六
一

ノ

と
の
交
流
を
一
層
深
め
る
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
今
、
進
め
て
い
る
の
は
〃
ふ
る
さ
と
づ
く
り
若
．

者
バ
ン
ク
″
の
設
置
で
す
。
各
市
町
の
派
遣
要
望
に
応
じ
ら
れ
る

よ
う
、
Ｏ
Ｂ
会
に
よ
る
呼
び
か
け
な
ど
、
都
市
部
の
青
年
を
募
集

登
録
し
ま
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
、
例
え
ば
来
年
催
さ
れ
る
‐
〃
但

馬
‐
理
想
の
都
の
祭
典
″
な
ど
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
合
回
新
た
に
派
遣
さ
れ
る
〃
ふ
る
さ
と
少
年
協
力
隊
〃
・

小
・
中
・
高
生
で
構
成
さ
れ
る
少
年
団
体
を
対
象
に
、
奉
仕
作

業
や
交
流
な
ど
を
通
じ
、
早
い
時
期
か
ら
の
社
会
参
加
を
促
し
ま

す
。
農
山
村
の
ぬ
く
も
り
の
中
で
の
新
し
い
体
験
は
、
都
会
っ
子

の
目
に
一
層
の
輝
き
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

都
会
と
農
山
漁
村
、
動
き
と
や
す
ら
ぎ
、
若
者
と
老
年
者
、
若

い
感
性
と
生
活
の
知
恵
。
そ
れ
ぞ
れ
が
歩
み
寄
っ
て
こ
そ
生
ま
れ

る
、
こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
が
あ
り
ま
す
。
〃
ふ
る
さ
と
青
年
協
力
隊
．

ふ
る
さ
と
少
年
協
力
隊
″
は
そ
ん
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
素
晴
ら

し
さ
を
発
見
で
き
る
場
所
な
の
で
す
。
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１
６６
１

口
座
談
会
出
席
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

米
花
稔
〈
諦
炉
埜
鴬
鵜
教
授
〉

小
笠
原
暁
八
芦
屋
大
学
教
授
Ｖ

司
会
都
市
の
活
性
化
に
は
従
来
、
技
術
産
業
の
育
成
や
都
市
型

工
業
の
振
興
誘
致
に
力
点
が
お
か
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
時
代

の
要
請
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
神
戸
に
は
む
し
ろ
ソ
フ
ト
産
業
の

育
成
振
興
こ
そ
が
大
切
で
す
。
文
化
と
い
う
も
の
に
い
か
に
投
資

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
そ
の
都
市
の
行
方
を
決
め
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
こ
そ
、
地
域
文
化
創
造
の
拠
点
と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
『
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ア
』
の
設
定
が
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
本
日
は
各
分
野
で
ご
活
躍
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
民
間
サ
イ
ド
か
ら
の
提
案
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
文
化
の
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
、
行
政
と
民
間
の
接
点
を
ど
う
す
る

米
花
『
月
刊
神
戸
っ
子
』
は
こ
れ
ま
で
ソ
フ
ト
の
交
流
の
場
を

随
分
つ
く
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
ね
。
街
の
規
模
の
差
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
神
戸
に
は
大
阪
と
比
べ
て
異
な
っ
た
分
野
の
人
の
交
流

の
場
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
も
う
一
歩
進
め
て
都
市
の
何
カ

所
か
に
交
流
の
場
、
コ
ア
を
設
置
し
、
目
に
つ
く
所
で
展
開
し
て

ほ
し
い
。
カ
ル
チ
ャ
ー
。
コ
ア
と
は
、
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
接
点

で
あ
る
と
私
は
解
釈
し
て
い
ま
す
。

小
笠
原
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ア
の
話
を
、
と
い
う
こ
と
で
ま
ず
思

い
出
し
た
の
は
、
パ
リ
の
ポ
ン
ピ
ド
ー
セ
ン
タ
ー
で
す
。
ギ
ャ
ラ

リ
ー
も
あ
る
し
、
そ
れ
よ
り
も
而
白
い
の
は
前
庭
広
場
で
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
。
演
じ
る
側
も
見
る
側
も
生
き
生
き
と
楽
し
ん
で
い

神
戸
文
化
の
明
日
を
つ
く
る
拠
点

『
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ア
』
づ
く
り
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
を
考
え
る

島
田
誠
翻
隷
嘩
錘
鶴
砿
長
〉

武
田
則
明
八
建
築
家
Ｖ

ま
す
。
神
戸
で
は
、
束
遊
園
地
で
見
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
非
常
に
少
な
い
で
す
。
日

本
の
道
路
に
は
殆
ど
全
部
、
規
制
が
か
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。

新
宿
副
都
心
が
出
来
た
頃
、
駅
の
出
ｕ
付
近
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
道
路
交
通
法
の
規
制
が
か
か
っ
て

や
め
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
場
所
さ
え
あ
れ
ば
そ
こ
が
カ
ル
チ
ャ
ー

・
コ
ア
に
な
り
、
若
者
が
集
ま
り
、
お
店
も
儲
か
る
ん
で
す
が
ね

（
笑
）
、
神
戸
で
は
誰
も
仕
掛
け
な
い
。
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
や
オ
ー

バ
付
近
な
ど
、
規
制
の
な
い
ス
ク
ェ
ア
も
あ
る
の
に
。
襟
を
正
し

て
入
る
博
物
館
や
美
術
館
も
い
い
け
れ
ど
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ア
は

皆
が
気
軽
に
楽
し
め
、
出
入
り
で
き
る
場
で
あ
る
べ
き
で
す
。

武
田
私
は
ハ
ー
ド
屋
な
の
で
、
そ
ち
ら
の
提
案
が
多
く
な
る
か

と
思
う
ん
で
す
が
（
笑
）
、
神
戸
に
は
以
外
と
ホ
ー
ル
が
少
な
い
。

し
か
も
行
政
区
域
ご
と
に
ホ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
の
で
、
区
ご

と
に
同
じ
よ
う
な
小
さ
い
多
目
的
ホ
ー
ル
ば
か
り
が
で
き
て
し
ま

う
。
そ
れ
よ
り
は
９
区
に
各
々
特
徴
の
あ
る
ホ
ー
ル
を
、
例
え
ば

ロ
ッ
ク
専
用
と
か
、
演
劇
専
用
、
日
舞
専
用
と
い
っ
た
個
性
的
な

ホ
ー
ル
を
あ
ち
こ
ち
に
作
る
の
も
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ア
に
し
て
も
同
じ
で
す
。
地
域
ご
と
に
特
性
の

あ
る
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
ア
ト
リ
エ
住
宅
を
提
案
し
た
い
で
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン

〈
価
〉
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を
建
て
る
時
、
そ
の
最
上
階
の
天
井
を
高
く
し
て
ア
ト
リ
エ
に
す

る
ん
で
す
。
そ
し
て
芸
術
家
に
安
価
で
貸
す
。
街
の
一
角
で
い

い
、
そ
う
い
う
エ
リ
ア
を
つ
く
れ
ば
、
ア
ー
ト
ピ
レ
ッ
ジ
に
な
り

ま
す
よ
。
絵
描
き
だ
け
で
な
く
、
防
音
設
備
の
必
要
な
音
楽
家
も

と
び
つ
い
て
来
る
で
し
ょ
う
。

島
田
神
戸
の
ハ
ー
ド
の
整
備
は
、
そ
れ
で
も
あ
る
程
度
進
ん
で

き
ま
し
た
ね
。
新
し
く
で
き
た
建
物
ほ
ど
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
つ
か
ん

で
、
良
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
（
笑
）
。
こ
の
辺
で
、
そ
ろ
そ
ろ
ソ

フ
ト
の
方
に
お
金
を
か
け
何
を
や
り
た
い
の
か
目
的
を
明
確
に
す

る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
な
ど

は
、
や
は
り
芸
術
家
に
対
す
る
懐
の
深
さ
が
違
い
ま
す
よ
。

区
民
セ
ン
タ
ー
は
区
民
に
公
平
に
解
放
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の

で
、
一
般
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
そ

れ
と
は
別
に
専
用
ホ
ー
ル
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
。
た
だ
、
今

の
街
づ
く
り
の
や
り
方
は
、
と
り
あ
え
ず
ハ
ー
ド
を
つ
く
っ
て
お

い
て
、
さ
て
そ
こ
で
何
を
や
ろ
う
か
と
後
で
考
え
る
、
ハ
ー
ド
先

行
型
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ナ
ル
タ
ウ
ン
の
室
内
楽
専

用
ホ
ー
ル
に
し
て
も
神
戸
室
内
合
奏
団
や
、
地
元
の
演
奏
家
と
ど

う
関
わ
り
を
持
た
せ
、
情
報
発
信
を
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
と
こ

ろ
が
課
題
で
し
ょ
う
。
施
設
も
人
間
と
同
じ
よ
う
に
成
長
し
て
い

く
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。
成
熟
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

小
笠
原
西
宮
で
は
酒
蔵
の
街
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
て
変
わ
り

つ
つ
あ
る
ん
で
す
。
神
戸
に
も
酒
蔵
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
酒
蔵
は

案
外
防
音
効
果
が
高
い
で
す
か
ら
、
改
造
し
て
音
楽
ホ
ー
ル
や
練

習
場
に
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
。
音
楽
家
は

練
習
場
所
に
困
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
安
く
提
供
す
れ
ば
、
き
っ
と

集
っ
て
来
ま
す
。

武
田
地
域
に
密
着
し
た
酒
造
博
物
館
が
、
雌
に
は
沢
山
あ
り
ま

す
ね
。
山
の
方
に
上
が
れ
ば
香
雪
美
術
館
、
世
良
美
術
館
が
あ

る
。
御
影
、
東
灘
、
芦
屋
、
西
宮
の
辺
り
は
、
大
学
の
密
集
し
て

い
る
所
で
も
あ
り
ま
す
。
大
学
も
ひ
と
つ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ア

で
す
か
ら
ね
。
灘
生
協
の
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
、
東
灘
区
民
セ
ン

タ
ー
も
い
ろ
ん
な
企
画
を
や
っ
て
い
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
あ
の

辺
り
は
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ア
が
半
分
以
上
形
成
さ
れ
て
い
る
と
言

米花稔さん

１
６７
１

武田則明さん

!:鶴

罵
島田誠さん

門

小笠原暁さん

灘§
篭

瀕'

ロ
』
．
Ⅵ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



い
な
い
。

小
笠
原
神
戸
は
ジ
ャ
ズ
率
毒
件
の
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
外
か

ら
の
人
へ
の
情
報
が
全
く
な
い
。
三
宮
か
北
野
に
情
報
セ
ン
タ
ー

で
も
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。
日
本
の
街
で
不
思
議
な
の
は
ツ
ー

リ
ス
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
な
い
こ
と
で
す
。

島
田
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
に
し
て
も
、
「
見
に
来
た
け

れ
ど
、
ど
こ
に
行
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
で
す
ね
（
笑
）
。

け
れ
ど
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
「
し
か
け
」
は
確
実
に
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

武
田
日
本
人
の
生
活
パ
タ
ー
ン
に
も
問
題
は
あ
り
ま
す
よ
。
余

暇
が
増
え
て
も
テ
レ
ビ
の
前
で
寝
転
が
っ
て
る
ん
で
す
か
ら
。
そ

う
い
う
人
達
を
引
っ
ぱ
り
出
す
、
魅
力
の
あ
る
こ
と
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

小
笠
原
今
の
日
本
に
は
、
こ
れ
か
ら
芽
を
出
そ
う
と
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
、
食
べ
て
い
く
手
段
が
な
い
で
す
ね
。
モ
ン
マ
ル
ト

ル
の
画
家
の
卵
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
角
の
音
楽
家
の
卵
な
ど
に

は
、
一
寸
し
た
稼
ぎ
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
ね
。
日
本
で
は
音

楽
教
室
の
先
生
や
家
庭
教
師
に
な
れ
れ
ば
良
い
方
で
す
。

島
田
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
し
て
も
プ
ロ
デ
ュ
Ｉ
サ
ー
に
し
て
も
、

「
人
」
で
す
か
ら
ね
。
水
戸
芸
術
館
な
ら
吉
田
秀
和
と
い
う
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
し
、
そ
の
ハ
ー
ド
を
誰
が
ど

う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
で
育
て
る
か
、
人
に
対
す
る
思
い
切
っ
た
投
資

を
し
て
い
か
な
い
と
。
多
目
的
な
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
や
り
方
で

は
な
か
な
か
う
ま
く
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
新
神
戸
オ
リ
エ
ン

タ
ル
劇
場
は
婚
川
幸
雄
が
芸
術
監
督
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
随

分
期
待
し
ま
し
た
が
、
年
３
回
で
し
ょ
う
。
ホ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

武
田
一
方
で
は
タ
カ
ラ
ヅ
カ
の
よ
う
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
も
い

て
、
企
画
し
、
全
国
に
向
け
て
発
信
し
て
い
る
ソ
フ
ト
も
あ
る
訳

で
す
。
例
の
、
神
戸
を
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
に
、
と
い
う
計
画

に
し
て
も
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
を
造
る
だ
け
で
は
ダ
メ
で

す
。
国
際
会
議
を
よ
び
、
企
画
し
、
運
営
す
る
力
の
あ
る
人
を
育

て
な
い
と
。

米
花
兵
庫
県
芸
術
劇
場
、
ピ
ッ
コ
ロ
惹
蝿
劇
学
校
、
宝
塚
北
高
校

の
演
劇
科
と
、
民
間
で
は
で
き
な
い
ソ
フ
ト
を
創
っ
て
い
こ
う
と

１
６８
１

え
ま
す
。

阪
神
間
の
文
化
施
設
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
比
較
的
近
く
に
位

置
し
て
い
る
の
に
管
轄
の
行
政
が
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

神
戸
各
区
、
芦
屋
、
西
宮
と
そ
れ
ぞ
れ
が
企
画
、
運
営
し
て
い
る

の
で
、
近
所
の
人
は
あ
ち
こ
ち
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
と

阪
神
間
の
美
術
館
は
圧
倒
的
に
民
間
の
も
の
で
し
ょ
う
。

米
花
公
共
の
も
の
は
い
ろ
い
ろ
と
帽
慨
刺
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
公

平
で
な
い
と
い
け
な
い
で
す
か
ら
ね
。
北
野
の
シ
ア
タ
ー
ポ
シ
ェ

ッ
ト
の
よ
う
な
民
間
の
、
そ
れ
で
い
て
半
分
ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
み
た

い
な
（
笑
）
所
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要
で
す
ね
。

武
田
行
政
、
自
治
体
は
シ
ピ
ル
ミ
ニ
マ
ム
（
最
低
生
活
基
準
）

対
応
型
の
組
織
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
文
化
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ

キ
シ
マ
ム
（
地
域
目
標
基
準
）
と
い
う
豊
か
さ
の
追
求
な
ん
で

す
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
う
め
る
た
め
、
行
政
の
限
界
は
民
間
・
個

人
が
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
公
共
が
担
え
る
も
の

は
ハ
ー
ド
面
で
す
。
そ
れ
を
ど
う
運
営
し
企
画
し
て
い
く
か
は
、

そ
れ
が
ま
さ
に
文
化
な
の
で
す
が
、
民
間
、
個
人
の
提
案
、
知
恵

が
必
要
で
す
。

小
笠
原
阪
神
間
の
ホ
ー
ル
を
見
て
い
て
、
ホ
ー
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
で
柔
軟
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー

と
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
く
ら
い
で
す
よ
（
笑
）
。

公
共
に
は
最
低
限
の
ハ
ー
ド
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
え
て
も
ら

い
た
い
。
先
程
お
話
に
あ
が
っ
た
美
術
館
に
し
て
も
、
あ
ち
こ
ち

点
在
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
回
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
く
ら
い
走

ら
せ
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

米
花
皆
、
部
分
的
に
し
か
知
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
今
日
み
た
い

に
一
度
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
総
合
的
に
考
え
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
な
ど
取
り
組
み
方
が
見
え
て
き
ま
す
。

★
ハ
ー
ド
を
生
か
せ
る
、
人
材
の
育
成
が
急
務

武
田
昨
日
、
市
立
博
物
館
の
地
下
で
河
東
け
い
さ
ん
の
感
動
的

な
一
人
芝
居
を
観
て
来
た
ん
で
す
が
、
こ
の
芝
居
は
神
戸
初
演
で

全
国
を
ま
わ
る
芝
居
な
ん
で
す
よ
、
そ
の
割
に
は
Ｐ
Ｒ
が
さ
れ
て

い
な
い
。
先
日
の
神
戸
国
際
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
祭
に
し

て
も
そ
う
で
す
。
世
界
的
な
審
査
員
を
よ
ん
で
の
、
賞
金
Ⅷ
万
円

と
い
う
大
き
な
画
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
な
の
に
、
意
外
と
知
ら
れ
て
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で
す
よ
。

島
田
人
材
に
投
資
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
神
戸
発
の
文
化
を

創
ら
な
け
れ
ば
。
買
っ
て
き
た
も
の
を
右
か
ら
左
へ
流
し
て
見
せ

て
喜
ぶ
と
い
う
の
は
、
文
化
の
消
費
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
各
地
は
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ア
と
い
か
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

小
笠
原
街
を
何
で
売
り
出
す
か
で
す
ね
。
山
梨
の
県
立
美
術
館

は
ミ
レ
ー
の
絵
を
入
れ
て
、
ミ
レ
ー
に
関
す
る
多
く
の
資
料
を
揃

え
、
新
聞
に
取
り
上
げ
さ
せ
た
。
一
躍
有
名
に
な
り
、
ミ
レ
ー
の

研
究
を
し
よ
う
と
し
た
ら
日
本
で
は
あ
そ
こ
へ
行
く
ほ
か
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
う
い
う
、
人
を
集
め
る
た
め
の
街
と
し
て
の
戦
略
が
必

要
で
す
よ
ね
。

神
戸
は
ジ
ャ
ズ
の
発
祥
の
地
で
す
。
ジ
ャ
ズ
で
売
る
と
い
う
手

が
あ
る
。
現
在
の
情
報
は
市
内
と
近
郊
の
人
を
対
象
に
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
は
経
済
的
に
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ

イ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
東
京
の
音
楽
活
動
が
売
れ
る
の
は
、
お
の

ぼ
り
さ
ん
が
い
る
か
ら
で
す
よ
（
笑
）
。
ジ
ャ
ズ
に
興
味
が
あ
る
な

ら
神
戸
へ
来
い
、
小
磯
良
平
や
洋
画
に
関
心
が
あ
る
な
ら
神
戸
へ

来
い
、
と
市
民
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
神
戸
を
売
る
た
め
の
ソ
フ

ト
と
ハ
ー
ド
を
考
え
て
い
け
ば
、
必
ず
成
功
す
る
と
思
い
ま
す
。

島
田
カ
ル
チ
ャ
ー
・
コ
ア
プ
ラ
ン
に
は
土
地
問
題
な
ど
、
行
政

に
頼
ら
な
い
と
難
し
い
部
分
が
多
い
で
す
が
、
福
岡
に
は
三
菱
地

所
と
明
治
生
命
の
や
っ
て
い
る
「
イ
ム
ズ
」
と
い
う
ピ
ル
が
あ
り

ま
す
。
地
下
と
２
階
ま
で
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
。
３
階
か
ら

８
階
は
コ
ミ
ュ
ー
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
九
州
電
力
、

地
元
の
ガ
ス
会
社
、
国
際
交
流
協
会
な
ど
が
情
報
発
信
の
た
め
だ

け
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
も
っ
て
い
る
ん
で
す
。
九
州
電
力
は
電
力

関
係
の
Ｐ
Ｒ
を
し
、
国
際
交
流
協
会
は
外
国
人
の
サ
ロ
ン
を
作
り

就
職
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
９
階
か
ら
ｎ
階
は
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
完
全
な
民
間
な
の
で

す
が
、
地
元
の
主
な
企
業
が
集
ま
っ
て
、
提
案
型
の
情
報
セ
ン
タ

ー
を
形
成
し
て
い
る
ん
で
す
。

米
花
福
山
の
松
永
に
は
履
物
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。
明
治
の
初

め
に
、
松
永
の
下
駄
メ
ー
カ
ー
の
４
代
目
が
、
履
物
が
だ
ん
だ
ん

サ
ン
ダ
ル
に
変
わ
っ
て
い
く
の
を
見
て
、
下
駄
文
化
を
残
し
て
お

こ
う
と
、
造
っ
た
ん
で
す
。
来
年
６
月
に
は
隣
に
お
も
ち
ゃ
博
物

１
６９
１

い
う
動
き
も
あ
り
ま
す
。

島
田
人
に
ま
つ
わ
る
こ
と
が
一
番
難
し
い
で
す
ね
。
パ
リ
で
新

オ
。
ヘ
ラ
座
が
で
き
た
時
、
指
揮
者
を
誰
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
が

大
問
題
に
な
り
、
そ
れ
が
新
聞
の
ト
ッ
プ
を
飾
る
ん
で
す
よ
。
結

果
よ
り
も
そ
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
ソ
フ
ト
を
育
て
る
ん
で
す
。
ル

ー
ヴ
ル
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
し
て
も
造
る
前
か
ら
喧
喧
誇
誇
が
あ
っ

て
の
文
化
な
ん
で
す
。

以
前
、
日
経
新
聞
に
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
神
戸
」
と
大
き

く
載
り
ま
し
た
ね
、
神
戸
市
も
い
よ
い
よ
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
に
力
を

入
れ
る
の
か
と
嬉
し
く
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
博
物
館
の
こ
と

だ
っ
た
ん
で
す
。
英
語
で
言
う
と
美
術
館
も
博
物
館
も
同
じ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
す
か
ら
ね
（
笑
）
。
美
術
館
で
は
な
く
博
物
館
と
い
う

と
こ
ろ
に
神
戸
市
の
体
質
を
感
じ
ま
す
。
そ
れ
も
勿
論
大
切
だ
け

れ
ど
、
美
術
に
関
心
の
あ
る
者
と
し
て
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ

ザ
イ
ン
、
ア
ー
ト
情
報
の
先
端
都
市
と
し
て
、
ど
う
し
て
市
立
美

術
館
の
構
想
が
起
こ
っ
て
こ
な
い
の
か
と
、
寂
し
く
も
あ
り
ま
す

ね
。米

花
三
田
に
で
き
た
『
人
と
自
然
の
博
物
館
』
に
は
研
究
所
が

つ
い
て
い
る
ん
で
す
。
こ
こ
は
残
し
て
い
く
だ
け
の
博
物
館
で
な

く
、
前
向
き
な
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
ま
す
よ
。

島
田
そ
う
い
う
形
が
望
ま
し
い
で
す
ね
。

米
花
姫
路
に
は
文
学
館
が
で
き
ま
し
た
。
核
に
城
が
あ
っ
て
そ

の
周
り
に
市
立
美
術
館
、
県
立
博
物
館
、
城
郭
セ
ン
タ
ー
、
そ
し

て
文
学
館
、
好
古
園
が
で
き
て
、
ま
と
ま
っ
た
文
化
的
な
雰
囲
気

が
出
て
い
ま
す
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ハ
ー
ド
に
友
の
会
、
研
究
会
が

あ
り
ま
す
し
、
姫
路
澗
協
大
の
方
が
神
戸
新
聞
と
一
緒
に
な
っ

て
、
播
磨
学
の
本
を
４
冊
も
出
版
し
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
と
ソ
フ

ト
が
う
ま
く
結
び
つ
い
て
、
い
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
ね
。
姫
路

く
ら
い
の
規
模
が
や
り
や
す
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

武
田
か
た
め
る
と
風
格
が
出
ま
す
ね
。
神
戸
も
市
役
所
や
旧
居

留
地
界
隈
を
そ
ん
な
ふ
う
に
で
き
れ
ば
。
日
本
郵
船
の
建
物
を
ア

ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
で
貸
り
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
あ
れ
を
美

術
館
や
ホ
ー
ル
に
す
る
と
か
。
姫
路
美
術
館
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

自
分
の
と
こ
ろ
発
、
全
国
ま
わ
し
の
企
画
の
で
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
相
当
な
学
芸
員
と
研
究
機
関
が
な
い
と
、
で
き
な
い
こ
と
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整
備
し
た
い
で
す
ね
。
今
の
ま
ま
で
は
戦
前
の
跡
地
が
そ
の
ま
ま

残
っ
て
い
る
状
態
で
す
よ
（
笑
）
。
こ
れ
は
神
戸
の
人
間
と
し
て
非

常
に
恥
ず
か
し
い
。
車
で
来
る
人
に
と
っ
て
の
神
戸
の
玄
関
は
京

橋
イ
ン
タ
ー
で
す
よ
ね
。
高
速
を
降
り
る
と
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

と
京
橋
に
出
ま
す
。
そ
こ
に
何
が
あ
る
か
と
言
う
と
、
一
方
は
駐

車
場
で
、
も
う
一
方
に
は
鉄
塔
が
ド
ー
ン
と
立
っ
て
る
ん
で
す
。

こ
の
前
外
国
人
を
連
れ
て
来
た
ら
、
「
あ
れ
は
ア
ー
ミ
ー
の
施
設

か
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
よ
（
笑
）
。
外
か
ら
来
る
人
の
た
め
に
も

っ
と
入
口
に
気
を
配
っ
て
、
そ
こ
か
ら
文
化
ゾ
ー
ン
に
う
ま
く
導

い
て
ほ
し
い
で
す
。

米
花
神
戸
ほ
ど
い
い
街
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
神
戸
に

住
ん
で
い
る
個
人
、
拠
点
に
し
て
い
る
企
業
が
、
お
互
い
に
言
わ

ず
語
ら
ず
と
も
自
然
に
神
戸
を
世
界
に
誇
れ
る
文
化
都
市
に
し
よ

う
と
、
行
動
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

小
笠
原
北
野
の
山
本
通
り
が
、
そ
の
良
い
例
で
す
ね
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
グ
リ
ニ
ッ
チ
ビ
レ
ッ
ジ
な
ん
か
も
、
古
い
ビ
ル
に
芸
術

家
達
が
住
み
つ
い
て
、
次
第
に
良
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
る
街
で

す
。米

花
日
本
人
に
は
横
並
び
の
気
質
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
こ
か

２
つ
３
つ
の
企
業
が
や
り
始
め
れ
ば
、
「
う
ち
も
や
ら
ん
と
」
と

後
に
続
い
て
い
く
で
し
ょ
う
（
笑
）
。

武
田
海
岸
通
り
か
ら
旧
居
留
地
に
か
け
て
の
エ
リ
ア
を
リ
ブ
・

イ
ン
に
し
た
い
で
す
。
行
政
に
や
ら
せ
る
と
、
ま
ず
低
所
得
者
の

た
め
の
住
居
か
ら
先
に
取
り
か
か
り
ま
す
よ
ね
。
シ
ピ
ル
ミ
ニ
マ

ム
の
視
点
か
ら
い
け
ば
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
、
我
々
が
行
政

に
求
め
て
い
る
も
の
で
も
あ
る
ん
で
す
が
、
私
と
し
て
は
こ
の
エ

リ
ア
に
、
低
所
得
で
も
住
め
る
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
た
め
の
リ
ブ

・
イ
ン
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は

全
く
逆
の
発
想
な
ん
で
す
が
、
金
持
ち
の
住
む
と
こ
ろ
。
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
付
き
の
タ
ウ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
か
ね
。
頑
張
っ
て
、
い
つ

か
は
あ
そ
こ
に
住
む
ぞ
ノ
．
と
い
う
よ
う
な
ス
テ
イ
タ
ス
シ
ン
ボ
ル

を
。
神
戸
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
に
と
っ
て
、
住
み
、
創
造
し
て
い

く
場
と
し
て
も
、
発
表
の
場
と
し
て
も
、
と
に
か
く
憧
れ
の
街
に

な
る
よ
う
に
、
行
政
と
民
間
が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
ね
。

１
７０
１

館
も
で
き
る
そ
う
で
す
。

武
田
関
西
電
力
が
旧
居
留
地
に
建
物
を
建
て
る
ん
で
す
が
、
そ

の
時
、
買
い
取
っ
て
あ
る
北
野
の
ラ
ン
プ
館
に
あ
っ
た
物
を
そ
こ

で
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
企
業
が
メ
セ
ナ
と
し
て
、

自
分
の
と
こ
ろ
に
関
連
の
あ
る
も
の
を
テ
ー
マ
に
ど
ん
ど
ん
博
物

館
を
造
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
栄
町
通
り
の
大
林
組
、
な

ん
か
が
、
建
築
に
関
す
る
も
の
を
造
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
ね
。
あ

と
、
神
戸
は
洋
家
具
発
祥
の
地
で
す
か
ら
、
洋
家
具
博
物
館
も
欲

し
い
。
永
田
良
介
さ
ん
あ
た
り
に
お
願
い
し
た
い
で
す
。
古
代
の

も
の
か
ら
、
中
国
の
も
の
か
ら
、
世
界
的
に
有
名
な
家
具
を
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
し
、
同
時
に
家
具
を
作
る
工
房
、
修
理
を
す
る
職
人
を

見
せ
て
ほ
し
い
。
パ
ン
で
も
そ
う
で
し
よ
。
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
店
頭
で
見
せ
れ
ば
欲
し
く
な
り
ま
す
よ
（
笑
）
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

も
同
じ
で
す
。
有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を
１
階
に
出
す
な

ら
、
そ
の
上
に
そ
れ
を
つ
く
っ
て
い
る
工
一
房
も
あ
っ
て
ほ
し
い
。

そ
れ
が
文
化
で
す
よ
。
柴
田
音
吉
さ
ん
が
次
に
木
社
を
建
て
る
時

は
、
そ
う
さ
れ
る
そ
う
で
、
楽
し
み
な
ん
で
す
が
。

☆
神
戸
を
〃
憧
れ
の
文
化
都
市
″
に
す
る
こ
と
を
考
え
る

武
田
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
ど
う
い
う
人
達
で
成
り
立
っ
て

い
る
か
と
言
う
と
、
年
配
の
人
や
子
育
て
の
終
わ
っ
た
主
婦
で
す

よ
ね
。
今
後
は
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
方
向
に
あ
り
ま
す
か
ら

余
暇
時
間
の
で
き
た
大
人
の
た
め
の
、
ア
ダ
ル
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
・

コ
ア
が
ほ
し
い
で
す
。
難
し
い
話
も
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
飲
み
な
が
ら

な
ら
、
ス
ッ
と
入
っ
て
き
ま
す
よ
（
笑
）
。
そ
う
い
っ
た
カ
ル
チ
ャ

ー
を
利
用
す
る
側
の
コ
ア
、
つ
ま
り
面
白
い
カ
ル
チ
ャ
ー
を
紹
介

す
る
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
も
必
要
で
す
ね
。
あ
の
芝
居
は
観
て
お
く
べ

き
だ
よ
と
な
す
ご
い
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
や
っ
て
来
ま
す
よ
、

と
か
。
コ
ア
は
ハ
ｉ
ド
と
ソ
フ
ト
の
接
点
で
あ
り
、
情
報
発
信
者

と
ユ
ー
ザ
ー
の
接
点
で
も
あ
る
べ
き
で
す
。

島
田
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ァ
で
使
用
し
た
施
設
、
情
報
網

を
整
備
し
て
、
今
後
も
う
ま
く
活
用
し
た
い
で
す
ね
。

武
田
街
中
が
舞
台
、
と
い
う
の
が
今
ま
で
の
地
方
博
と
は
違
う

と
こ
ろ
で
す
か
ら
ね
。
し
か
し
や
は
り
神
戸
の
玄
関
口
は
、
ア
ー

バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
あ

る
三
宮
駅
前
だ
と
思
う
ん
で
す
。
あ
の
周
辺
を
是
非
オ
シ
ャ
レ
に
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周零嘩‘霧i:§麓

☆
毎
日
を
花
の
あ
る
生
活
で

生
花
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
で
も

枯
れ
る
こ
と
の
な
い
シ
ル
ク
フ
ラ
ワ

ー
。
最
近
は
バ
ラ
や
フ
リ
ー
ジ
ア
な
ど

の
花
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー
カ
リ
、
ポ
ッ
プ

な
ど
グ
リ
ー
ン
も
あ
り
、
一
層
変
化
が

楽
し
め
る
。
こ
の
シ
ル
ク
フ
ラ
ワ
ー
と

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
を
扱
う
素
敵
な
お
店

〃
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
芦
屋
″
を
芦

１
７２
１

☆
タ
イ
ガ
ー
ス
ス
フ
ァ
ン
必
需
品
別

メ
ガ
ホ
ｘ
は
つ
ぴ
は
今
や
常
識
と

い
う
方
に
、
最
後
の
キ
メ
は
や
は
り
足

元
。
デ
ザ
イ
ン
は
４
種
類
あ
り
、
ど
れ
も

フ
ラ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ズ
な
の
で
は
き
や
すデザインは４種類

屋
の
閑
静
な
住
宅
街
に
フ
ラ
ワ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
中
山
都
美
さ
ん
が
４
月

に
オ
ー
プ
ン
。
「
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ブ
ー
ケ

だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
日
常
生
活
で
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
こ
と
で

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ド
ア
で
も
暖
か
く
演

出
す
る
ド
ァ
リ
ー
ス
が
お
す
す
め
」

教
室
も
開
か
れ
て
い
る
の
で
興
味
の

あ
る
方
は
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

■
ド
ア
リ
ー
ス
教
室
毎
月
第
２
．
４
金
晒
日

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室
毎
月
第
１
．
３
火
曜
日

■
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
芦
屋

芦
屋
市
船
戸
町
６
１
姫

ハ
ウ
ゼ
芦
屋
１
Ｆ

宙
（
０
７
９
７
）
３
４
１
６
０
３
５

ドアリースもいろんな形が･ ･ ･

☆
あ
ど
け
な
い
瞳
の
テ
デ
ィ
ベ
ア

テ
デ
イ
ベ
ア
は
メ
ー
カ
ー
ズ
ベ
ア
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ベ
ア
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

ベ
ア
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
で
も

ど
れ
も
可
愛
い
さ
は
比
べ
ら
れ
な
い
。

そ
ん
な
可
愛
い
テ
デ
ィ
ベ
ア
を
扱
っ
て

い
る
の
が
テ
デ
ィ
ベ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
。
常
時
３
１
４
０
０
点
も
の
テ
デ
ィ

ベ
ア
を
置
い
て
お
り
、
手
作
り
用
の
材

料
や
ブ
ロ
ー
チ
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な

ど
テ
デ
ィ
ベ
ア
グ
ッ
ズ
も
充
実
し
て
い

る
。
お
店
の
小
野
さ
ん
も
「
テ
デ
ィ
ベ

ア
は
悲
し
み
、
喜
び
を
共
感
で
き
る
」

と
の
こ
と
。
ま
た
、
お
気
に
入
り
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
テ
デ

イ
ベ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
和
田
美
幸
さ

ん
に
作
っ
て
も
ら
え
る
。
そ
し
て
、
ジ

ャ
パ
ン
テ
デ
イ
ベ
ア
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の

事
務
所
が
２
Ｆ
な
の
で
日
本
中
の
フ
ァ

ン
と
の
交
流
が
楽
し
め
る
。
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
で
は
、
年
２
回
東
京
と
神
戸
で
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
い
て
講
習
会
を
開
く

な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
て
い
る
。

■
テ
デ
ィ
ペ
ア
“
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ジ
ャ
パ
ン
テ
デ
ィ
ベ
ア
フ
ァ
ン
ク
ラ
プ

芦
屋
市
南
宮
町
２
１
３

衝
（
０
７
９
７
）
２
３
‐
５
５
３
３

フ
ァ
ン
ク
ラ
プ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
も

受
け
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
。
こ
の
靴
を
㈱
フ
ァ
イ
ブ
ワ
ン
が
発

売
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
残
念
な

が
ら
一
般
小
売
店
で
は
扱
っ
て
い
な
い

の
で
通
信
販
売
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

元
々
、
社
長
の
白
崎
さ
ん
の
趣
味
が

高
じ
た
も
の
だ
そ
う
。
だ
か
ら
、
少
し

で
も
フ
ァ
ン
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
で

外
箱
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
に
は

驚
く
。
「
い
つ
海
は
つ
ぴ
、
メ
ガ
ホ

ン
の
よ
う
に
浸
透
さ
せ
た
い
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

■
㈱
フ
ァ
イ
ブ
ワ
ン

神
戸
市
長
田
区
日
吉
町
３
１
１
１
１

衝
（
０
７
８
）
６
４
１
１
６
１
３
５

国
タ
イ
ガ
ー
ス
シ
ュ
ー
ズ
を
川
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
／
官
製
は
が
き
に
サ
イ
ズ
を
明
記
の
上
、
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
尚
、
デ
ザ
イ
ン
・
色
は
お
任
か

せ
下
さ
い
。
締
切
７
月
別
日
必
着
。
当
選
者
に
は

当
選
は
が
き
を
発
送
し
ま
す
の
で
神
戸
っ
子
編
集

室
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

テディベアがいっぱい

》蝿

嶺
岸
④
園
国
目
鱈
励
雷
国
ｅ
望
助
弓
④
国
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
技
術
者
も

ソ
フ
ト
な
感
性
が
必
要
な
時
代
に

⑤
小
室
豊
允
の
《
夢
対
談
》

〃
新
世
紀
を
語
る
〃

、

！望

一一一一一 _ ＝

ノ

福
岡
富
雄
〈
議
謹
管
〉

小
室
豊
允
〈
嬢
鴇
儒
大
量
授
〉

鐘i蕊

小室豊允教授

小
室
こ
の
度
の
藍
綬
褒
章
受
章
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

福
岡
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
教

育
、
社
会
事
業
、
産
業
等
の
分
野
で
、

公
共
の
利
益
の
た
め
に
功
績
が
あ
っ
た

者
に
与
え
ら
れ
る
記
章
だ
と
い
う
こ
と

で
、
非
常
に
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

小
室
福
岡
先
生
の
学
校
が
長
年
取
り

組
ん
で
い
ら
し
た
情
報
工
学
、
情
報
処

理
分
野
の
活
躍
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
益
々

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。
政
府
も
最

近
、
新
社
会
資
本
の
整
備
を
進
め
る
と

い
う
こ
と
で
も
、
も
う
道
路
や
橋
だ
け

で
は
な
く
、
情
報
提
供
や
情
報
処
理
を

す
る
こ
と
が
社
会
資
本
だ
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
情
報
化
の
波
も
、
現
在
高
度
情

報
化
社
会
へ
と
移
行
し
、
情
報
処
理
技

術
も
ま
た
一
層
の
広
が
り
を
見
せ
、
技

術
者
の
業
務
内
容
も
多
種
多
様
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
新
し
い

動
き
に
対
応
す
る
た
め
に
、
我
々
も
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
や
、
コ
ー
ス
の
設
定

等
の
見
直
し
を
進
め
、
実
社
会
か
ら
期

待
さ
れ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
て
て

い
こ
う
と
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

小
室
今
ま
で
日
本
の
企
業
が
学
生
を

採
用
す
る
場
合
、
偏
差
値
で
選
抜
を
し

て
い
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
は
個
性
値
と
言
い
ま

す
か
、
企
業
に
と
り
質
の
高
い
個
性
を

持
っ
た
人
間
を
採
っ
て
い
こ
う
と
い
う

ふ
う
に
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
優
れ
た
感
性
を
持
っ
た
人
間

高
度
情
報
化
社
会
に

対
応
で
き
る
本
格
派

技
術
者
の
養
成
を

福岡富雄理事長･ 校長
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樹神戸電子専門学校
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が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。
特
眼
に
情

報
処
理
技
術
者
な
ど
、
機
械
を
さ
わ
る

こ
と
と
は
一
見
相
反
す
る
よ
う
で
す
が
、

人
間
と
し
て
の
感
性
を
磨
く
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

福
岡
え
え
。
そ
し
て
ま
た
、
感
性
、
創

造
力
と
い
っ
た
も
の
が
、
技
術
を
持
っ

て
い
る
こ
と
で
更
に
豊
か
な
も
の
に
な

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
ね
。
私
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
始
め

た
訓
年
程
前
は
、
そ
の
利
用
も
今
と
比

べ
ま
す
と
、
ま
だ
ま
だ
限
定
的
な
も
の

で
し
た
し
、
感
性
と
は
あ
ま
り
関
係
の

な
い
と
こ
ろ
の
も
の
で
し
た
が
、
今
は

違
い
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
人
間
と

の
関
わ
り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
れ
に
し
て
も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

、 圃季羽

§篭

世
界
の
進
歩
と
い
う
も
の
は
速
す
ぎ
て

我
々
も
中
長
期
計
画
を
立
て
よ
う
と
す

る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
予
想
が
立
て

に
く
い
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

小
室
本
当
に
社
会
も
技
術
も
進
歩
の

ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
ま
し
た
ね
。
昔

日
進
月
歩
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

は
ま
る
で
、
分
進
秒
歩
と
言
わ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
ね
。
（
笑
）

顎謀識 尋｜訓

９歩垂三三一
一＝

il’
Ⅱ

ー

情報工学科
情報処理学科
情報総合学科
情報ビジネス学科

北野にある神戸電子専門学校校舎前で

小
室
今
年
創
立
弱
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
次
の
新
し
い

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
展

開
を
お
考
え
で
す
か
。

校を個とを一格的れ努し蓄でと教しとす落施福
によ性は拡を率にぱ力ぃ積おい青くい ･ し設岡
しり、まげ目をはなを発のりう内ルうそた設
て明特たる指更、り重展上まこ容アこのと備３０
い確色連とすに国まねをｌこすとのツと後考の周
きにとういな伸家せてし、。に一プで、え充年
たもい、つどば試んいてい今一層や教内て実を
いつう独た、し験・かいかま同の活職部おが節
とたも自方規日の具なくにで励充性員充り一目
考学のの向模本合体けか新のん実化の実ま段に

、

J１
国
家
試
験
合
格
率
日
本
一
に

そ
し
て
、
生
涯
学
習
、
留
学
生

教
育
に
対
す
る
取
り
組
み
を

え
て
い
ま
す
。

小
室
生
活
の
情
報
化
と
い
い
ま
す
か

情
報
処
理
と
い
う
も
の
が
、
生
活
レ
ベ

ル
で
様
々
に
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
昨
今
、
情
報
関
連
分
野
の

教
育
に
対
す
る
期
待
も
益
々
高
ま
り
ま

す
ね
。
ま
た
生
涯
学
習
と
い
う
も
の
が

広
が
り
を
見
せ
て
き
て
い
ま
す
が
、
こ

う
い
っ
た
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
こ
と
が
、
ま
た
専
門
学
校
に
は
期
待

さ
れ
て
い
く
と
お
も
い
ま
す
が
。

福
岡
生
涯
学
習
を
具
体
的
に
ど
う
展

開
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
、
私
共

が
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
る
大
き
な

テ
ー
マ
で
す
。
そ
し
て
ま
た
留
学
生
を

い
か
に
受
け
入
れ
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
も
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
神
戸
電
子
専
門
学
校
に
て
〉

望

‐ ｰ
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ウ
ォ
ー
電
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の

、

ｌ
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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ア人
・
港
・
海
を
結
ぶ
、

街
づ
く
りｆ

＃

‐

■

､v,姥！ 鍵

ノ

江
口
正
秋
さ
ん

〈
神
戸
市
港
湾
局
長
〉

聞
き
手

小
泉
美
喜
子

〈
本
誌
編
集
長
〉

》
★
市
民
が
港
・
神
戸
に
親
し
み
を
持
て

泉
る
よ
う
に

Ⅶ
小
泉
以
前
に
比
べ
て
市
民
が
港
に
近

龍
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

和
す
が
。

血
江
口
商
域
と
し
て
の
港
の
要
素
が
強

尭
か
つ
た
の
で
、
垣
根
が
あ
り
ま
し
た
が

窪
少
し
で
も
取
り
除
こ
う
と
い
う
努
力
が

桶
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
開
発
に
っ
な

部
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

佳
メ
リ
ケ
ン
・
ハ
ー
ク
を
は
じ
め
、
ハ
ー

リ燕
バ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
港
湾
施
設
を
広
く
解

唾
放
、
開
発
す
る
こ
と
が
港
と
市
民
を
近

介
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

琴
す
。

列
小
泉
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
モ
ザ
イ
ク

一
ｂか左

ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ァ
神
戸
鯛

も
夏
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
一
気
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
７
月
即
日
海
の
記
念
日
を
前
に
、

神
戸
市
港
湾
局
長
の
江
口
政
秋
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

小
泉
こ
れ
か
ら
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
で
の
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア

の
催
し
が
多
一
く
な
る
よ
う
で
す
が
。

江
口
シ
ッ
プ
パ
レ
ー
ド
、
海
上
花
火

大
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で

す
。
市
民
の
方
に
港
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
に
親
し
ん
で
頂
け
る
、
一
番
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
ね
。
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神戸の“夏' ，を
ウォーターフロントで楽しく

☆
こ
れ
か
ら
の
袖
耶
戸
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト

小
泉
こ
れ
か
ら
、
港
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

江
口
も
と
も
と
神
戸
は
港
か
ら
発
展

し
た
街
な
の
で
、
港
イ
コ
ー
ル
街
の
イ

メ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
の
恵

み
も
大
き
く
、
瀬
戸
内
海
の
穏
や
か
で

住
み
よ
い
気
候
、
緑
の
六
甲
山
を
背
景

と
し
て
、
そ
れ
に
映
え
る
白
い
市
街

地
・
港
、
青
い
海
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

か
ら
の
眺
め
も
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

江
口
そ
う
で
す
ね
。
中
突
堤
も
そ
れ

に
刺
激
を
受
け
て
、
先
端
に
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
も
出
来
ま
す
。

小
泉
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
六
甲
ア

イ
ラ
ン
ド
も
〃
住
む
〃
と
い
う
魅
力
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
魅
力

も
加
わ
っ
て
い
ま
す
ね
。

江
口
そ
う
で
す
ね
。
人
工
島
の
中
で

〃
生
活
の
場
”
と
し
て
も
確
立
さ
れ
て

お
り
ま
す
し
、
後
に
出
来
た
六
甲
ア
イ

ラ
ン
ド
も
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
と
ま
た

一
味
違
っ
た
魅
力
を
評
価
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

よ
い
景
観
を
生
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
港

の
景
観
を
良
く
す
る
こ
と
は
市
民
の
港

に
対
す
る
評
価
を
高
め
、
港
で
働
く
人

た
ち
も
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
優
秀
な
人

人
が
集
ま
る
と
い
う
相
乗
効
果
を
生
み

景
観
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
〃
美
し
い

港
“
と
い
う
評
価
に
つ
な
が
る
の
で

す
。ま

た
、
今
後
港
が
よ
り
多
く
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
港
と
し
て

の
機
能
も
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
船
の
大
型
化
に
も
対
応
す
る
こ

と
が
国
際
貿
易
港
の
役
割
と
言
え
ま

す
。小

泉
国
際
貿
易
港
と
い
え
ば
、
姉
妹

港
・
友
好
港
と
の
国
際
交
流
も
今
年
は

多
い
よ
う
で
す
が
。

江
口
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
中

な
の
で
、
９
月
に
姉
妹
港
セ
ミ
ナ
ー
や

ア
ジ
ア
太
平
洋
港
湾
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

神
戸
で
開
催
し
、
お
互
い
の
問
題
点
を

提
議
、
親
睦
を
計
り
ま
す
。

小
泉
さ
ら
に
大
き
な
開
発
と
い
う
こ

と
で
神
戸
港
沖
空
港
も
あ
り
ま
す
が
。

江
口
航
空
産
業
が
発
達
す
る
ま
で
は

港
は
人
が
集
ま
る
情
報
発
信
基
地
で
し

聴鍾ii蕊；．r苧

＃’
越固

年々人気の高まる「みなとこうべ海上花火大会」
今年は８月７日（土〉に開催

Ｐ＝も
国
】

神戸市港湾局経営開発部
振興課
0 7 8 （3 2 2 ）５６７０（直通）（

☆イベントスケジュール☆

1 . ＳＵＭＭＥＲ船・船・船大集合
７月１７日（土）１８日（日）／新港第１突堤

2 . K O B E シップパレード
７月３０日（金）～８月１日（日）
メリケンパーク～新港突堤前面海上

3 . みなとこうべ海上花火大会
８月７日（土）／メリケンパーク前面海上

４メリケンミュージックフェスティバル
８月１３日（金）～１５日（日）／メリケンパーク
ケスト／鈴木トオル他

5 . メリケンフイッシヤーマンズワーフ
８月２０日（金）～２２日（日）
メリケンパーク及び前面海上

6 . ＫＯＢＥハーバーウオーク
９月１９日（日）／神戸港ウォーターフロント

た
が
、
今
は
空
港
に
よ
り
多
く
の
人
が

集
ま
る
の
で
、
神
戸
港
に
二
面
性
を
持

た
せ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
互
作
用
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

小
泉
そ
の
前
、
来
年
に
は
関
西
国
際

空
港
が
完
成
す
る
わ
け
で
す
ね
。

江
口
関
西
国
際
空
港
へ
も
直
線
距
離

に
す
る
と
大
阪
市
内
か
ら
よ
り
も
近

く
、
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
を
利
用
す
る

と
釦
分
以
内
で
行
く
こ
と
が
出
来
ま

す
。
空
港
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
役
割

も
果
し
ま
す
。
空
と
海
の
玄
関
に
な
り

ま
す
。

小
泉
港
だ
け
で
な
く
、
空
へ
も
夢
が

広
が
り
ま
す
ね
。
マ
リ
ン
メ
イ
ト
の
方

は
お
仕
事
、
い
か
が
で
す
か
。

桶
屋
・
辻
本
神
戸
の
顔
で
あ
る
、
港

で
お
仕
事
が
で
き
て
、
誇
り
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
色
々
な
方
と
で
会

え
ま
す
の
で
楽
し
く
仕
事
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
多
く
の
方
と
で
会
え
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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■モード・エッセイ■

ジバンシィのイヴニングドレス

ジバソシィのイブニングドレスをお召しの中村祥様と
御主人の中村寿孝様

子供の頃の祥様がジバンシィのドレスでピアノの会に

芽
生
。
そ
し
て
育
む
結
婚
式
の
日
。
だ
れ
も
が
新
婦
に
「
美

し
い
」
と
花
吹
雪
を
捧
げ
、
立
派
に
、
ご
成
長
な
さ
れ
て
ｌ
と
、

そ
の
初
々
し
く
も
気
品
あ
ふ
れ
る
姿
に
感
嘆
す
る
。
三
木
茂

夫
・
博
子
様
の
お
嬢
様
が
私
に
初
め
て
ド
レ
ス
を
お
説
え
下
さ

っ
た
の
は
、
二
十
年
も
前
に
な
る
で
し
ょ
う
か
、
ピ
ア
ノ
の
演

奏
会
の
た
め
で
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
は
愛
ら
し
い
、
ま
だ
、
お

母
様
の
胸
の
高
さ
に
も
と
ど
か
な
い
、
お
小
さ
い
時
で
し
た
。

お
母
様
は
、
ユ
ー
ベ
ル
・
ド
・
ジ
バ
ン
シ
ィ
の
大
フ
ァ
ン
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ジ
バ
ン
シ
ィ
が
三
十
周
年
に
来
日
し
た

折
、
京
友
禅
の
千
徳
に
ヘ
ビ
ー
シ
ル
ク
の
別
染
め
を
依
頼
し
、

ジ
バ
ン
シ
ィ
の
手
法
で
ド
レ
ス
を
お
説
え
な
さ
り
、
ジ
バ
ン
シ

ィ
と
今
は
亡
き
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
夜
会
に
ご
出

席
を
お
願
い
致
し
た
思
い
出
も
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
ド
レ
ス
は
、
昨
年
の
秋
、
製
作
に
か
か
り
、
先
ず
は
、
布

地
の
選
定
か
ら
、
ジ
バ
ン
シ
ィ
は
常
に

「
美
し
い
布
地
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
魅
惑
的

な
布
地
が
、
私
の
心
を
捕
え
て
止
ま
な
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ド
レ
ス
の
ガ
ザ
ー
ル
と
呼
ば
れ

る
張
り
の
あ
る
シ
ル
ク
の
布
地
が
と
て
も
好
き
で
、
毎
シ
ー
ズ

ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
大
切
な
布

地
は
、
今
年
に
入
っ
て
パ
リ
ー
の
ジ
バ
ン
シ
ィ
社
よ
り
謎
直
接

取
り
寄
せ
る
こ
と
に
に
成
功
致
し
ま
し
た
。
六
カ
月
の
時
を
か

け
て
入
念
に
製
作
致
し
ま
し
た
。
お
父
様
の
お
話
で
は
そ
の

昔
、
三
木
様
の
福
井
県
の
工
場
で
、
「
ガ
ジ
ル
」
と
い
っ
て
広
巾

で
織
ら
せ
、
フ
ラ
ン
ス
へ
輸
出
を
な
さ
っ
て
い
た
と
聞
か
さ

れ
、
私
は
日
本
の
織
物
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
認
識
す
る
と
共

に
、
花
嫁
と
の
深
い
縁
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
時
代
の
波
に
は
致
し
方
な
く
、
四
十
年
も
続
け
て
来
た
パ

リ
ー
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
幕
を
、
こ
の
秋
神
戸
の
大
丸
か

ら
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
ま
で
に
な
い
一
番
大
き
な
仕
事
を
三
木
様
か
ら

与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
今
、
私
は
感
謝
の
念
で

い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
秋
、
ジ
バ
ン
シ
ィ
が
創
作
四
十
周
年
を
も
っ
て
神
戸
に

来
日
致
し
ま
す
が
、
市
立
博
物
館
で
の
開
催
で
あ
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
パ
リ
ー
ガ
リ
エ
ラ
宮
（
モ
ー
ド
と
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

の
美
術
館
）
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
た
く
思
う
一
人
で
ご

ざ
い
ま
す
。
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